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圓形梳綿機の針布の構造に就て

香山淸和　寺井子藏
松澤榮　篠田正信

　　　1．緒　　言．

．飾の楡入はcarclの針布をカllへて年噸百離に及ぶと聞く・之漣吾咽猷て充當し侮
支那印度等に楡出する事迄を考ふれば極めて重要なる事業な1）．と云ふぺし。敬に商工省にては

之が製細こ劃し奨拗金を出せり。然して蜘tヒは既に之が研究製作に着手し之の内某瀧は製「品を

市膓に提供せり。國塵針布の一般に使用せらるSiこ至るも遽き將來にあらざるべし。

　斯る期に際し針布の基地（founda七io1Dの研究をなすは無釜ならざるを信す。

－　　2’Foundatign（暴地）の種類

　杭綿に使用ぜらる珍卜布のfouhdatio11の種類は極めて多し。其の主なる物を畢ぐれば次の

如し。　　　　　　　　　　　．

　　　1，　clo七h　fou1ユdaもion

　　　2．　　　me七al　 founda七ion

　　　3，　wood　founda七ion　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

・、4．lea七hev　foundation

　clo七h　founclabionはco七七〇nを主休とし附騒する庭のmaterialの極類に依り伺次の如く分

類せらる。

　　　（1）　valcεしn並ed　guユ皿

　　　（2）　1ine】i・－wollen

　　　（3）felt

　　　（4）層linen－i－cot七〇n

　本丈に記述せんとするcht’cular　dressing　fra・meの，　drum用針布のfound醐（mはco七七〇n

を主体としvaleanizecl　gu］n及ユillell－cot七〇uを含む物なの。

3．　Testing　method　　・　　　　　　　　　　　　L

　S乱mpleは多撒紡績會就の知己に依輯し賓贈を受けたるfOUnd醐onを使用ぜり。御配慮を

賜りたる諸氏に感謝の意を表す。之等のSampleをエmkerに依り分類しH．1［a及Hiの3
種とせり。rPt・va之をf・unclati…の形Jm・よりfi11・七及Shee七を徽Shee七には2鴫2蝿26S．

飢e七には18S・　20S・22S・24Sの各種を得たり。之等のpieeeを探りSe，zaP＆Sodaをカ11へ　1

て1）oi1し幾枚かのolothを張合せる　gum糊を脆化し分離し易からしめ一放々欧分離して槍

盗を行へり。調査せる事項はfoundationのNo・of　1）ly，　ma七eエi飢design，　deusi七y及｝・arn

のcom鵡No・of七wis七，　direc七ion　of七wis七等なり。之の内densi七y，　cdunも，　No，　of毛wis七の調

査はSamPle・が短少なる窮及大部分古r吊なる事の爲め不正確なる物となれり。されど之は巳む

を得ぬ事なり。
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11
@　4・Prinoiple　of　wire　clothing

　試瞼の結果を蓮べるi謝こwire　Glo七hiD9の1）i’incipleを述ぺる必要あり。　Fig．1はpin　A

を櫨えたるfounda七i（’）1113　CをcirCulay　dh’essing　frameのdruユn　Dに雀付けし模様を示すn

　　　　Fig・1　　　　　　　drum　Dが矢の方向に回il鄭しpin　Aにfibreが醐れると

　　　　醐A，　　　　　　fibreに依りs七reg，　sがカi1りA”迄後退せりと假定す。斯の如き

なき爲めにはpiHにs七ressが加はりし時…founda七ionのBな
　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

1－ @縦。〃繍輩蹴繍躍碧葺欝さ蕪灘蕊
　　　　　　　　　　　　　　　　tionのC黙に近き程減少するも差支なし。然してC黙に至

　　らば全くelas七iG　prope澱七y無くfouncla七ionのB部に於て如何なる移動あるともC黙は微動

　　だにせざるを要す。期ちエigidなる事を要す。然るに若しC黙に於てもfounda七ion『がelas七ie

　　なりとすれぱPin　Aにs七ressが加はるとfOuncla七ionはBC共に移動を生じPin’のs七ress

　　の加つた事に依る傾斜は蒋び回俊し得ざる傾斜に至る物in　b。故にfounda七ionは13に於て

　　最もelas七iCにてCに近づくに蓮れ典程度を減少しCに至りそ完全なるxigidとなるを要す。

　　蜥くの如きfounda七io11の表裏に攣化を與へ且つpinの位置を完全に保持せしむ爲めetiは相當

’　のthiclcnessを必要とす。　pinに多最のs七ressの加はる如きfou皿da七ionにはタキ丈tlticlrn　ess

　　を触力iiせざるべからす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　．・Rinの伶用する方向帥ち長さの方向　（clo七hで量へばwarpの方向）に於けるfounda七ion

　　の性質は以上の如くにで之の性質はwef七に依りて附輿せられるものなり。

　　　次に之と直角の方向換言すれぱ幅の方向、wef七を入れる部分に就き考究せん。之の部分は

　　warpの性質に依りて左右せらる。幅の方陶に於てはBC共にrigidなる事を要ナ。撚らざ

　　れぱpi11は相働突し或はfouuclationのpi11の孔を大菰らしめる等の献黙を生肇。

　　　　　5、　No。　of　ply’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tεしble　l　A　No．　of　Ply　I

　　　・－d・…nの外側f・c・1ん…醐と・・g畷’1璽三L些・・1瞳璽i施・・P・y

らしめる如く完全にpinを保捨する爲めには　　Sheet

founda七ionは相當の七hiclmess・を必要とす。故　　　　・・

iz　fguncla七1°n贈磯樋・のcl°th　t　9・m　。、llet

糊で張合さる。風m蝉eを調査の鞘果に依るNo・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f）pf．P1アは．Table　IAの如し。　　　　　　　　　　　，，

　以1：の結果に依り次の事項が槻取せらる。　　　　　，，

　（1）pin細き物のfounda七ionのNo．　of　ply　　、，s・

は木きpinの共尋Lに比較し少撒なり。之はpin　　　’s

細き物は短綿用にで長さ短くpinに加はる　　　　，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etS七ressも弱き故No・of　l）］Y少くとも可なるは常　　　，，

然なり。
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　（2）　shee七とopet，にてはfille七の方No・of　ply｛多し。之は普通fillekが長綿用にて太

き1・i・’　t使肌禰る・七・e・・脳1く，sheetは短細脈噂1日きpi・・鞭肌加蝿・色・…弱き

に依る。　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　』…　　．旨

　次に同じ太さのpinの場合にてもfilletはshee七よりNo・of　ply多し。之はshee七の幅

26”に射しfilletはpa　k　2”にてfou！icla七io11ゐ耐久力よりNo．　of　Ply多きを必要とするに

依る。　以上をi参照してmoderate　tyl）eの例を示ぜぱtable工］3の如し。　1

Mable　　l　 B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h’　　　　　　　　　田able　 2　　　Ma七eria1

K・・dl…n・　1　・・…ply　＼y　1
　　　　　　　－一．「．＝即　　　　　mark＼＼「
sheet 22

　，，　　　　24

　sr　　　26
五11，－2。
　　　「

・い・
㍉t．・i24

7　「

　　　　　　SII　22
U　　　　　　　　，，　24

　　　　　　　　265　　　　　．　　　li

　　　　　　FH　20
8

　　　　　　　　22
8　　　　　　　　　　2曵

　　　　　　FL　LO’7

　　　　　　　t7　22
　　　　6。　「Material　　　　　　　　，，　24

　　　　　　　　　　　　　　　　　FHi　18
・・即1・調査の結果は　　，，、。

七able　2の如し。　　　　　　　．　1ti，盟
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H22は本表にては省略しS耳22の如く記入す。又plyの順位はp｛nのtop則ち表面より

1．2．3・一の如く記入す。以下斯くの如く記さんとす。Gはgum，［J×C，はユillell－co伽h．　C

はco伽n・Lはhnenの意味なり。　gumを2Ply使用せる物の内側のgumは極めて薄麿
なり。

　上表に依るにfounclationのma七exia1としては9um，　linen－co七tdn及cottonが代表的の

ものなる事を知る。其張合順位ぱ種々あるも最も多く併も合理的なるは次の2種なり。‘
　（1）　七hicl〈gum，　Go七ton，　thin　gum，　hnen－c6七to”n，1～4　co七七〇1】s，

　（2）七hiCk　gum，　cO七七〇n，　linen－Cot七〇1），ユ～4　cot七〇11S，

　最も表面にguユnを使用せるは之の部分が最大のelastici七yを必要とするに依る。

　1inen－co七tonはwarpに1in6n，　wef七にco七tollを彼用す。

　之の布は普通fOUnda七ionの中央にあり。之の1inenを使用する理由は次め2種なり。

　（1）1ilnenは相當の七hicknessを有し之のclo七hを1枚加へる事に依り激枚の．co七七〇n　clo七h

を張合せしと同様の同的を蓬す。

　（2）1inenは各繊維中最も丈夫にじてelasもiGl七yに乏し。則ち可也大なるBt・ressに封しても

elbn9・七i・・を生する事少し・而してfQU・d・七ゆ・1・七hたるものゆi・にカi1はる・七re　g，　s　va依

るs七rainをwef七のθlastiGi七yに依りて生ぜしめWarpは柳かも移動せざる事を要す。落し

warp移動すれぱpil1の回復し得ざる位置の攣動を生するに至るべLl。11inbn－wayp∫cotton

wef七のelo七hは之め日的を完全に達す。彼のcdtton　spinningのG肛dに於けるfo皿ユdaもion

のC・W・C・の1inen　warp，　woollen　wefとclo七h’は之の目的を更に顯著にせる’物なり。

　co七bon　clo七hは其の張付個所に依りYal’11　Goun七，　design，　clensitiy等を異にす。最も内側の

紬布は共内面にsche皿aG　vauishを塗りrigidi七yを壇加せしめたる物多し。
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’駅　　1）esigh　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　、　　・唱t／

samp1θに依りdesignを槍益壱る成績はTeble　3の如し。

　　　　　　L　「　　　・　　　　・田able　3　Design・、
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　　　田able巾2！2　Tは2t2　twill．1／，・　11は1／2七will，212　B田は212　broken七wi11，　PはPlain，2／2　R

　　は2／2ribを示す。3ζ斜線はtwillの走れる方向を示す。倫之を圓示すればfig・2の如し。

　　　　　　　　　　Fig．2　Design　　・」「　’　　　1放丈のlinen－eo七七〇nは2！2　brol〈elt　’twi1L

　　Fi　9・2　desi画　」　　　　　　　　　』　　、　　　にて、中央なるi～盛枚の』co七七〇nは2t2

．騒／醐＼園／騙圏m鮎触欝鴇躍篭黙融
　　　3St・m　勧・励・1艇七・ill　・獅、Pゆtwill　plain等あり。
　　　twillの方向の配列は種々・あるも1乃至、2放毎に方向反封となれる物多し。

　　　次にgum　1，枚を使用し8pliesの物を例に探り其配列方法のmodera七e七ypeをtable　4

　　　　　　　　　　　　Table　4　　　’幽　　　　　　に示す。

工）e兜n

2！2　twill　、

、2／2br。ken　twill

2！2twill

　，，

1！2t－，ill

Material

9um

cotton

1inen－cotton

・cottOll

Vs

，，

，，

，t

Di「eati°n°f　twil1・・七七・・1に眼も組織が丈夫なるP1・i・を
’1””Tl’r’・一一一一一．「・　founda七ioliの大部分を占むる％twi11

A

／

＼

／

＼

＼

！

」

　B　　使用するが適當なる如けれど之に％twill
二潤．t・一’：t－一一’

�g用するは下の理由に依るものと思考
　　　　す。、

ノ　　　（1）Swillは、plain、よりelas七ie・なり。

！　　clo七hの大部分はelasticなる事を必要條

＼　　件とす。

．＼　（2）七・ilは七・i111ih・め方離伺1幅

ノ　く期勤方向耐解き順夢り・灘
　　　　之を1～2放毎にt，wi］11ine、の方尚をtz’

／．＿へて輪せると・ire－・恥i・）9をd・u嘩

＼　　趣付ける時縦の方向に引藤られると互に』
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七Will　Iineの方向に仲びん．とする性質がpinを締付け左右に動かぎらしむ6－　　…　　　1

　（3）七wi11はplainより厚味を有す。　　　　　，

　（e）七willは1）1a｛nよりwef七を多く打込む事を得・0

　1ine1トeottbnはUroken、　fWi11に七略々foundaもiohの中央にあり。．若し斯くめ如き弧力なる

Glo七hが普通の毛wil1にて1枚のみとせぱfdunda七ionに盗を與ふo故に七will　lineの方向を

異にする2放の1i猷en・co七tonを必要とす。之を1放にて間．に合はすにはbroken七willが最

も適當なり。plainも適當なる如く思考せらるれどelasticならざる訣黙ありて不適なり。

　founda七iOllの内面則ちdrumに接する部分に使用するi12　twill　eo七七〇l！は特殊なる目的を有

す。則ち植えられたるpinはroo七にては微動だにせざる事，．王igidなるを要す。叉di’uJn

に倦付くる爲めwal’1）の方向に引張る時clo七h　surfaceが滑らかなるを要す。1f2　twillは2！2

twillよりrigidityは大なり。且つtt・・　twil1はdr1．imに接する面にては21旦七wi11なれぱwarp

はwef七より多く表面に現れwarpの方向に滑らかなり。

　Plainも．ヒ述の條件に滴し之の部分に使用して可なるものなり。

　　　8．　Yarn　eount及dencity．　　，

　table　5はyam　countの實瞼結果を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　Mable　5．　Yarn　coun七
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　七ableに於てGO七七〇nは英式綿縣番手（S40　ycls．にて11b・あるものを1番とす）を用ぴ

linenは英式聯番手く300　ydsにて．11b．あるものを1番とす）を用＄。

・・！i’は鑑番双懸の意にて喉ユ2「と記せるは12番軍綜の意なり。
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　densi旬は幽1Cm間の綜敷にて示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，t

　七able　5及6に依り次の事項を察知す。　　　　　　　　　「　　　’

　（1）Go七七〇n　clothはwarpに双紘wef七に軍綜を用ふっ之はclo’七hとして通常の事にて

founda七ion　1としての特色にあらす。

（2）liu…－c・七七・n　el・七hはwarp　weft共に翠懸なり。之はli・…wail’1）は丈夫にて箪綜にて

も差支なき故斯くせるものにて之れ叉foundation、』しての特徴にあらす。

　（3）各clo七hは殆んど出來得る最零のdensityとなり居dZ　b。之はpi且を完全に保持す

の爲めなり6　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　’　幽　層　・

　（4）wa「pのya「n　COUIItはwef七より太し。　densitJl大なるelothは弧ぎ『ef七の打込に

堪え得る如くwarpは太きを必要とす。3くfounclation　G16七hはwarpの方向に大なる七e・ll－

sionがカ1はる故太き事必要なり。1然れ共warpは双綜にて軍懸なるwef七とsame　couu七に探

るもstrengbh大なれば實際には簡箪の爲めwaTP及wef七te’　same　coun七と爲せるもの多し。

（5）各・1・七h共w・・pはw・f七より遙か1・den晦牌り・撫，ヒよ贈通’d・・sity大

なるclo七hは斯く．の如くなれり。3ζpinをwa）’1）の線に向ひfreeにしwef七の方向に七igh七

にな’る・如．くなす理由もあり。『．　’　、．・　　　　　　』’”　　　　　　層、1　－

　（6）co七七〇11　clo七hは内面則ちdru即に接する部分に行くに從ひて．　depsi敏濠．coμnガを増加

す・d・n・i七汲一囎飛ば・1自1・・七i鱒職少しni　gi　cli七yは勒1す・之繭塑如く．1・i！iの



第叢卿　　　　　　1圓形榊磯の針布の禰蹴で　　　　　　　　柳
rootは少しも動かす七〇pに行くに從ひて自由に動き得る如くせる意飼に外ならづ㌔然し醤際

には簡動爲めに最も内面ゐ・・七七・n・1・bhのみlc…吸d・n・ity』歓にし他挫綱様畷

作したるもの少なから歩。

（7）’coun七大となるに從ひ・叉はshee七はfilletに比しdensity及coumhを増加すぺきなる

も其の影響少き放實際にはNαof　plyを城少するのみにて共蓮違を認めす。

　　9．No．　of　．twist及癬ist　direc七ion．

，sample調査の結果はtable　7に示す。

　　　　　　　　　Table　7．七wis七及twis七dh’ea七ion．
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wa「p
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weft

wa「p

weft

wa「p

wef亡

wa「p

weft

23R
ユ1R
ユ9R
l1　R

18R
ユ3R
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12R
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21R
13R
2dB
gR
21R
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2zR
工2R
23B
l1　R

19B1

15R
19R
gL

8L
12L

911，

13］［‘

6L
IIL

d

23R
12B
8L
ユ5工

8L
ユOL
ユOL
13工」

ユOL
コ3工

6工
15B
5工
10L
12L
13工

：21
ユ‘tL

6L
5L
lOT」

コ1L
20』a
8L

5

24R
12R
22R
磁R
25R
17R
l1　R

工OR
22R
l1　L

工9R
gL

22B
16R
20R
16R
21R
10R
22R
工4R
14R
工1・R

1・

20B
15R
24B
ISR

21B
13R
23R
14］1’

22R
10工1

26B
13R
2LR
15L
工9R
ll．R

21R
12B
22B
ldR
19r［，

16工

・1・

22R
12T．

27［J

ユ5R
2dR
14R
27R
13L’

16R
15R

nd亡clear

22B
ユエTa

ユ0工」

13・工」・

25R
12R

23R
ユ9R
24R
13玉
工6R
17R

25R
12R

1幽　厘　も

Nb・of七wistは1吋聞にて示す。　Lは1ef七twist，　R，はrightを示す。　single　5’arp師s七は

調香困難にて正確なるを得ざるも・・も七・・にては大体w・f七はN…ftwi・t＝．3，3Vli－．9⊥i・五

eo七tonρouu七，　warpはNTo・of七wis七＝3・81／IEng】ish　oo七七〇n　coun七の内にあ．り、　linen．にても

eommon　wal’o　lineu　yarnのNo・of　twis七＝1．8～2．OVtt61，sE　linen　Goun七の範園にありて

何れもeolnmon　twistと見倣して差支なし。然るにfolded　yarnl　bwis七は　eommon　co七七〇n

warpのfolded　yarnの七wis七たるsingle　yarn　warp七wisbの70～80％に比し著しく大な
り。

之はdensi七y大なるclo七hの製織を容．易にする事及founda七ion　Glo七hとして七ensionに依

るelonga七ionを少なからしむる爲めなり。

twis七direG七ionは・1inen－eo七’tonにてはwarp及びwef七共にlef七七wisb，　co七七〇nはwarp及び
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wofも共に箕igh七七wisbなるもの多し。　　　　．　，　　　　1　　　・・一・・，・

・ingl・　y・・’nの1・f七七・i・t’・f・ld・dγ・mのrigh七t・i・tはyq・nと．し．“hfuikの事なるも・ingig

yarnのrigh七七wis七は特殊なる事なり。3ζwarp及びwef七のsap）θ七wis七一direcもionは

f・unda七i・n・1・thの馳妙・通常の・・1・七hはw・・p及U・’　w・ftの七頭・南・di・eG七i・・を鉢

す。wa「p汲びwe恥のtwistζiエec七ionを異にす櫨cpmmon　clo七h、は1”ig・3Aの如く

　　　　　　　F五9・3　　　　　　　　warp及wg．　ftの相接する晋険に於て七wisb　lineが

反封になる放warpもwefゼも自田に移動する事

を得」故にたとへ織班あるとも後の工程に於て容

揚に訂正する事を得べしJ

　然るにfoullda七ion　elo七h　tζてはwarp及wef七

が同方向なる故fig．3Bの如くwarl）及weft相
B・　founclation　cloth　　　A・common　cloth　　接する鮎に於てtWist　lineが二致し製織後動か

さんとするも困難なり。斯る事はfo噂da七ionにとりては肝要の事にて1）inの位潭移動を防止

するものなり。（於．ヒ田獄綜専門學絞）

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和九年二月二十八日受理）

t

　　　　　　　On　the　Construction　of　Wire　Clothing　of

　　　　　　　　　　　　　Circul包r　I）r臼＄sing　Frame，

Seiwa　KAYAMA，　Nezo　TEBA工，　Sakae　MATSUzAWA　and　MasanobU　S田NODA

　　　　　　　　　　　　　　　（］…leceived　Feb・28，　1934）　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rξsum6

　　This　description　fs　mゴopinion　on　the亡heory、and　tendehcy　of　wire　cl6thing

of　circular　dressing　fra即e，which　is　gotten　froln　my　study　With　regard　to　No．

・fply・m・t・・1・1・desig・・d・n・ity，，y・m…nt・・d・t・．　f・r飢・t・・d・h・et・f　1S串

20s　22s　24s　26s　at　eabh　nユaker．

　　　（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Silk－industry　Ueda，　Japan，）


